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むかわ町立 穂別博物館MUSEUM
HOBETSU

ホベツアラキリュウ荒木標本（最初に発見された標本）

の穂別博物館への寄贈

　ホベツアラキリュウ（ホッピー）は 1975 年に荒木新太郎氏によって最初の標本（ホベツア

ラキリュウ荒木標本）が発見され、1977 年に町民有志らによって発掘されました。最初の標

本は荒木氏の手元に置いておくという約束で発掘が行われました。

　荒木氏は、手元に残した最初に発見された標本を毎日なでるなど、大事に保管されてきま

した。この標本の発見から 40 年を一つの節目と考えて、荒木氏から穂別博物館に標本の寄贈

の提案をされました。5月 30 日に博物館で受領式を開催し、ホベツアラキリュウ荒木標本を

受け取りました。 学芸員　西村智弘

10 cm
ホベツアラキリュウ

荒木標本

（ヒレの部分）

ホベツアラキリュウ荒木標本をもたれる

荒木新太郎氏・トキ子氏夫妻

むかわ町からの感謝の言葉（副町長）

後ろはホベツアラキリュウ復元模型



7・8 月は無休 町民無料観覧日
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7 月 2015 年

恐竜デー 2015

恐竜化石バックヤードツアー（無料）

化石レプリカづくり（有料　１個 100 円）

恐竜が産した露頭（崖）の
　　　岩石プレゼント（無料）

収蔵庫と恐竜化石のクリーニング（整形）
の案内・解説。
30 分程度

レプリカ（石こう模型）づくり。それぞれ詳しい解説シート付き。

全部が穂別博物館常設展示

最初の一つ：作業約 10 分 + 固まるまで約 15 分。

１個 100 円

（各日　博物館観覧者先着 200 名）

7/18（土）、7/19（日）、7/20（月・祝）、7/25（土）、7/26（日）、

8/1（土）、8/2（日）、8/8（土）、8/9（日）、8/15（土）、8/16（日）

集合・解説開始　11：00、12：00、13：00、14：00

各回先着 30 名まで（各回同じ内容）

集合・開始　10：00、15：00　各回先着 50 名まで

Longibelus matsumotoi
ロンギベルス・マツモトイ

常設展示資料 32 点のレプリカ（石こう模型）づくり（ひとつ 100 円　オリジナル解説シート付き）

Phyllopachyceras ezoense 
フィロパキセラス・エゾエンゼ Gaudryceras tenuiliratum

ゴードリセラス・テヌイリラータムHypophylloceras hetonaiense 
ハイポフィロセラス・ヘトナイエンゼ

左後肢　指骨　( ヒレの骨）

Mosasaurus hobetsuensis　モササウルス・ホベツエンシス

左前肢　中手骨　(ヒレの骨） 歯

白亜紀板鰓類（サメの仲間）

Elasmosauridae エラスモサウルス科
Hoppy ホッピー（通称）

Desmostylus 新生代哺乳類

歯
右下顎第２臼歯 左上顎第 3 臼歯（未咬耗）

Inoceramus hobetsensis
イノセラムス・ホベツエンシス

Mosasaurus prismaticus
モササウルス・プリズマティクス　
歯

Mesodermochelys undulatus
メソダーモケリス・ウンデュラータス　
左前肢　中手骨　( ヒレの骨）

Tylosaurus sp.
ティロサウルス　
歯

Globidens sp.
グロビデンス　
歯 ( モロッコ産）
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Sphenoceramus hetonaianus
スフェノセラムス・ヘトナイアヌス

歯（下顎，復元模型） 胃石

Tetragonites glabrus 
テトラゴニテス・グラブルス

Tetragonites popetensis 
テトラゴニテス・ポペテンシス

Zelandites kawanoi　
ゼランディテス・カワノイ

Menuites japonicus
メヌイテス・ジャポニカス Yokoyamaoceras ishikawai

ヨコヤマオセラス・イシカワイ

Damesites hetonaiensis　
ダメシテス・ヘトナイエンシスHauericeras angustum

ハウエリセラス・アングスタム

Scaphites planus 
スカフィテス・プラヌス

Po
ly

pt
yc

h
oc

er
as

 p
se

ud
og

au
lt

in
um

　
ポ

リ
プ

チ
コ

セ
ラ

ス
・

シ
ュ

ー
ド

ゴ
ル

チ
ナ

ム

Ph
yl

lo
pt

yc
h

oc
er

as
 h

or
it

ai
　

フ
ィ

ロ
プ

チ
コ

セ
ラ

ス
・

ホ
リ

タ
イ

Eubostrychoceras muramotoi　
ユーボストリコセラス・ムラモトイ

Hyphantoceras orientale 
ハイファントセラス・オリエンタレ

オリジナル解説シート

アンモナイト亜目　パキディスカス科

産出地：北海道（中川，穂別など），サハリン

大きさ：直径約 6 ｃｍ 産出頻度：やや稀

　

　四列のトゲをもつ．トゲは，はじめに螺環側面の中央付

近に一列ずつ発達する．その後，螺環の肩に一列ずつがつ

け加わる．螺環は丸みを帯びていること，トゲ以外の殻装

飾はあまり発達せず，弱い肋のみを有することなどが特徴．

　多くの標本ではイボが発達しているように見えるが，元

は長いトゲである．殻の直径 5-6ｃｍほどの標本には，1

ｃｍほどの長さのトゲがある．化石化の過程や化石を採集

する際などにトゲが折れることが多い．

6500 万

7000 万

8000 万

9000 万

１億 1000 万

１億

アルビアン

セノマニアン

チューロニアン

コニアシアン
サントニアン

カンパニアン

マストリヒチアン
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年前約 生息時代

Menuites japonicus
メヌイテス・ジャポニカス

１ｃｍ
螺環の肩のトゲ

螺環側面

のトゲ

らかん

クビナガリュウ モササウルス

モササウルス ウミガメ

プチコダス

アンモナイト

鞘形類

デスモスチルス イノセラムス（二枚貝）

図鑑
ずかん
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（イカ・タコを含むグループ．内殻の化石）

Sciponoceras intermedium
スキポノセラス・インターメディウム

Ptychodus sp.

穂別博物館観覧者限定、博物館受付で当日受付

8月 2015年
日 月 火 水 木 金 土
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２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 
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8 月 2015 年

開館時間　9：30~17：00（最終入館 16：30）

観覧料　個人 / 小 ~ 高校生：100 円　

  　大人 300 円

　　　　団体 / 小 ~ 高校生：50 円　

  　大人 200 円

※団体は 10 人以上　※小学生未満は無料

穂別

274

74
59

131 237

235

札幌

千歳

苫小牧

鵡川

日高
夕張

平取

苫小牧から約１時間半

札幌から千歳経由で約２時間

道東道むかわ穂別 IC より約 20 分

むかわ町立穂別博物館

特別展「恐竜・絶滅ワニ　展」
穂別博物館　特別展示室

7月 18 日（土）〜11 月 29 日（日）

協力　北海道大学総合博物館

　植物食恐竜パラサウロロフス（ハドロサ

ウルス類）の部分骨格（頭〜腰部：約 4m）

と、マチカネワニ（日本産絶滅ワニ）の全

身骨格（全長約 8m）が、北海道大学総合博

物館から穂別博物館へやって来ます。　

　　　　　　　　　　　学芸員　櫻井和彦
パラサウロロフス部分骨格（北海道大学総合博物館）

7/18 ～ 8/16 の土・日・祝

むかわ町合併 10 周年記念

むかわ町合併 10 周年記念


